
WKP300C/400C/500C/800C/1000C
●2管式システムで、機器毎に冷暖フリー運転が可能、
　冷暖混在運転による熱回収が期待できます。

●圧縮機・送風機は、インバータ制御により高効率運転です。

●年間を通して安定した外気処理（一次処理）を行います。

●気化式加湿器を内蔵しています。

●吸込側にプレ＋メインフィルタ（比色法65％）を標準装備しています。

●前面開放構造なのでメンテナンスが容易であり、プレート式熱交換器の
　洗浄回路も内蔵しています。

乾球温度

湿球温度

相対湿度

－12 ～ ＋40℃

＋31℃以下

35 ～ 90％

〈使用外気条件〉

WKP500C型

床置ユニット  外気処理機
WKP1000C型

仕　様　WLP25CA/36CA
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外形寸法図　WKP300C/400C

■WKP300C

■WKP400C

WKP型は、水熱源ヒートポンプ“PMACシステム”上で、
PMACユニットと熱源水配管を同一系統で使用できる外気処理機です。

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

PMACユニット

加湿

PMACユニット

WKP型 冷却塔

熱源水ポンプ

ボイラ

冷房時水温： 32℃
暖房時水温： 25℃

外気

給気

排気

運転パターン参考値

●給気風量型番数値、給気温度設定値20℃のときを示します。

●冷房運転
　吸込温湿度条件
　外気：DB≦38℃のときRH=63%、DB>38℃のときRH=55%
　水側熱交換器入口水温=32℃　出口水温=37℃

●暖房運転
　吸込温湿度条件
　外気：DB≦7℃のときRH=87%、DB>7℃のときRH=75%
　水側熱交換器入口水温＝25℃　出口水温＝20℃

備考. 1.外気吸込温度が－12℃より低い場合は使用できません。
2.暖房運転時、外部信号入力による気化式加湿機の
ON-OFFも可能です。暖房運転

冷房運転

〈運転モード〉

〈給気温湿度〉

〈給気風量〉

〈容量制御〉

〈気化式加湿器〉

外気温度（℃）-12 -10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10 12 14

暖房運転

100％

右表参照115％

運　　転

20℃16.1℃ 18.3
45％ 45％ 52％ 57％ 67％45％

〈運転モード〉

〈給気温湿度〉

〈給気風量〉

〈容量制御〉

〈気化式加湿器〉

外気温度（℃）14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40

冷房運転外気冷房運転

100％100％

115％右表参照0％

停　　止

20℃14.0℃ 20.0 21.2 24.0 25.3
95±3％

WKP300C

WKP400C

WKP500C

WKP800C

WKP1000C

60～115％

50～115％

40～115％

50～115％

40～115％

型　式 圧縮機
容量制御範囲（％）

（定格値）

注1. プレート式熱交換器保護のため、密閉式冷却塔など密閉水回路でご使用ください。
注2. WKPシリーズは、外気の一時処理専用です。室内空調機の還気側に給気してご使用ください。

28



外形寸法図　WKP300C/400C

■WKP300C

■WKP400C

29

np00953
鉛筆



外形寸法図　WKP500C/800C

■WKP500C

■WKP800C
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外形寸法図　WKP1000C

■WKP1000C

注　記

１. ドレン排水管には必ずドレントラップを100ｍｍ以上設けてください。また、ドレ
ン排水が凍結する恐れがある場合は、配管にヒータを巻くなどの対策を講じて凍
結しないようにしてください。

２. コイル・ドレンパンには目詰まり無きよう定期的（１ヶ月毎）に点検清掃してく
ださい。

３. 運転初期及び加湿シーズンに入る前に、必ず加湿器洗浄を行ってください。
４. 本ユニットを運転する時は、コンプレッサ保護のため、運転開始１２時間以上前に
通電してください。

５. 運転時間が３００時間毎にフィルタ洗浄警報が制御スイッチに表示されますので、
運転を停止し、必ず点検・清掃してください。運転を再開する時は本体のフィルタ
リセットボタンを約１秒間押して、洗浄警報を解除してから運転を開始してくださ
い。フィルタが目詰まりすると、風量が低下しコンプレッサが故障する恐れがあり
ますので、特にご注意ください。

６. プレート式熱交換器の保護のため、冷却塔は密閉式とし、水質管理に特にご配
慮ください。また、定期的に薬品洗浄してください。

７. 本ユニットの周囲には必ず図示以上のメンテナンススペースを設けてください。
８. 全てのダクトに結露等の恐れがあるので、必ず断熱施工してください。
9. 熱源水配管は水温範囲に応じて、適宜保温してください。ドレン配管は保温が
必要です。
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１．熱源水温度と配管保温について
PMACユニットの運転可能熱源水温度範囲は、以下の通りです。

①熱源水温度設定　25℃～32℃　の場合
　標準的なPMACシステムでは、温熱源（ボイラ）廻りの電動三方弁を25℃設定、冷熱源（冷却塔）廻りの電動三方弁を32℃設定とし、
熱源水ポンプにより25℃～32℃に制御された熱源水を循環しておけば、熱源水配管に接続されたPMACユニットは部屋の熱負荷に応
じて自動的に冷暖房運転を行います。また、熱源水は25℃～32℃の常温であるため熱源水配管の保温が不要となり、凝縮ドレンも熱源
水の出口水温（２９℃～３１℃程度）により加温（22℃程度）されて排出されるため、ドレン配管の保温も不要となります。
②低水温域の熱源水使用により冷房エネルギー消費効率を向上させ、省エネを図る場合
　地熱、地下水等（１５～１８℃程度の水温）、工場等の低温排熱を回収して熱源水として利用する場合や、冷却塔の出口温度をできる限り下
げて冷房エネルギー消費効率を向上させる目的で低水温域（２０℃以下が目安）の熱源水を使用する場合は、熱源水配管の保温（結露防
止）の必要性（周辺空気の露点温度のチェック）をご検討願います。また、熱源水入口温度が２５℃以下の場合は凝縮ドレンの加温不足とな
るためドレン配管の保温も必要です。
③熱源水温度にかかわらず、寒冷地や山間部における冷却塔廻りは凍結防止策（保温、不凍液、電気ヒータ、凍結防止用循環ポンプ等）
を施してください。

2．熱源水配管はリバースレタン方式等により、各ユニットの基準水量を確保してください。許容水量範囲は基準水量の８０～１２０％です。
3．熱源水が循環していないときは、ＰＭＡＣユニットが起動しないようにポンプインターロック回路を設けてください。
４．冷却塔は、PMACユニットの水熱交換器が二重管式仕様の場合は開放式冷却塔を使用できますが、プレート式仕様の場合は密閉式冷却塔を
ご使用願います。特に、開放式冷却塔は水処理装置を併設してください。また、密閉式、開放式にかかわらず定期的な水質管理が必要です。

５．PMACユニットにはエア抜きコックが付いていません。ユニット内へのエア溜まりを防止するため、熱源水配管は横主管から下取り接続とし
てください。

6．ドレン配管に硬質塩化ビニール管を使用する場合、たわみ防止のため吊りピッチを短くしてください。
７．熱源水の搬送動力の低減のために、運転時間帯別の熱源及びポンプの系統分けをすることやPMACユニット用熱源水の変流量制御
（PMACユニットの停止またはサーモオフでの電動二方弁閉と熱源水ポンプのインバータ制御）により省エネ化が図れます。
8．熱源水配管系をチェックするために、圧力計、温度計を適所に取り付けてください。
９．PMACシステムでの新鮮外気の供給は、必ず別途外気処理空調機により一次処理して室内へ吹出器具により直接行ってください。個別分
散形PMACユニットは室内負荷処理用空調機です。

ＰＭＡＣユニットは水熱源ヒートポンプユニットです。

熱源水2管式で冷暖フリーの個別空調及びユニット間での熱回収運転を行います。

以下の項目が設計上・施工上のポイントとなりますので、十分ご理解の上ご計画ください。

その他カタログ末尾の「安全にご使用いただくためのご注意」を、ご参照ください。

《設計関連》

《施工関連》
1．水張り前に熱源水系のフラッシングを行い、配管内の不純物を除去してください。（下図）
2．天吊型でサーミスタが正確に室温を感知しない場合、サーミスタを天井吸込口等へ移動してください。
3．ドレン配管は勾配を十分とり、他の排水管と兼用することは絶対に避けてください。
4．制御用の通信線はシールド線を使用し、シールドアースは片側接地としてください。
5．天吊ユニットは必要な点検口を設け、ユニット直下に重量物等を設置しないでください。
6．床置ユニット用ペリカウンタカバーは脱着可能な構造としメンテナンスの障害にならないようにしてください。
7．床置ユニットをフリーアクセス床に設置する場合は、吸込開口を確保してください。

水入口

水出口
還管

往管

熱源水ホース（片フレア）

熱源水ホース（両フレア）

ボールバルブ

アダプタ

PMAC
ユニット

フラッシング（配管側の往・還を熱源水ホースで短絡）

設計上・ 施工上のポイント

○標準仕様
　　冷房時　：　15℃　～　45℃
　　暖房時　：　15℃　～　45℃

○再生可能エネルギー仕様
　　冷房時　：　7℃　～　45℃
　　暖房時　：　5℃　～　45℃

仕　様　WKP300C/400C/500C/800C/1000C

　 項 目 　      単 位 WKP300C WKP400C WKP500C WKP800C WKP1000B

給 気 風 量
m3/h 3,000（2,500 〜 3,000） 4,000（3,000 〜 4,000） 5,000（4,000 〜 5,000） 8,000（5,500 〜 8,000） 10,000（8,000 〜10,000）

m3/min 50.0（41.7 〜 50.0） 66.7（50.0 〜 66.7） 83.3（66.7 〜 83.3） 133.3（91.7 〜133.3） 166.7（133.3 〜166.7）

冷 房 能 力 kW 28.7 39.5 48.4 77.5 95.7

暖 房 能 力 kW 34.1 45.2 55.9 89.0 110.4

加 湿 量 kg/h 17.1 22.7 28.1 44.7 55.4

水 量 L/min 99.0 136.0 167.0 267.0 331.0

水 圧 損 失 kPa 70.3 67.3 52.5 49.8 68.7

冷 媒（ G W P 値 ）・ 封 入 量 kg R407C（1770） ・ 6.5 R407C（1770） ・ 7.5 R407C（1770） ・ 8.5 R407C（1770） ・ 7.5×2 R407C（1770） ・ 10.0×2

電　　　  源 V/Hz 三相200V　50Hz/60Hz

コンプレッサ

型 式 全密閉スクロール型（インバータ）

定 格 出 力 × 台 数 kW 5.5×1 5.5×2

クランクケースヒータ kW 0.072×1 0.072×2

消 費 電 力
冷 房 kW 5.83 7.95 10.0 15.5 19.5

暖 房 kW 6.98 9.13 11.4 18.0 22.6

エネルギー
消 費 効 率

冷 房 kW 4.92 4.97 4.84 5.00 4.81

暖 房 kW 4.89 4.95 4.90 4.94 4.88

送 風 装 置

フ ァ ン 型 式 × 台 数 両吸込多翼送風機×1

ファンモータ定格出力 kW 1.5（インバータ） 2.2（インバータ） 2.2（インバータ） 5.5（インバータ） 5.5（インバータ）

消 費 電 力 kW 1.29 1.72 1.79 3.45 4.51

機 外 静 圧 Pa 250 250 250 350 350

空 気 側 熱 交 換 器 プレートフィン型

水 側 熱 交 換 器 プレート式

保 有 水 量 L 3.5 4.9 7.8 13.5 14.9

加 湿 器

型 式 気化式加湿器

水 道 水 圧 MPa 0.05 〜 0.75

設 定 水 量 L/min 0.7 1.0 1.0 1.7 2.3

再 熱 器 ホットガス方式

エ ア フ ィ ル タ
プ レ ロングライフフィルタ（重量法70%）

メ イ ン フィルタ（比色法65%）

運 転 音 dB（PWL） 65 67 69 70 71

保 護 装 置
冷 媒 回 路 高圧圧力開閉器、 低圧圧力開閉器、 プレート式熱交換器凍結防止センサ、 圧縮機吐出温センサ、 インバータ電子サーマル

送 風 機 インバータ電子サーマル

配 管 径

熱 源 水 出 入 口 JIS10Kフランジ  32A（SUS） JIS10Kフランジ  40A（SUS） JIS10Kフランジ  40A（SUS） JIS10Kフランジ  50A（SUS） JIS10Kフランジ  50A（SUS）

ド レ ン R1 ・ ¼（PT32AおねじSUS）

加 湿 器 給 水 管 R1/2（PT15Aおねじ）

製     品     質     量 kg 630 710 760 1250 1310

１．冷房能力は、OA：DB=33℃ ,WB=28℃、水側熱交換器入口水温32℃ ,出口水温37℃
	 暖房能力は、OA：DB=7℃ ,WB=3℃、水側熱交換器入口水温25℃ における値です。（JRA4074:2017準拠）
２．電気特性は、「電気特性一覧表」をご参照ください。（※1 前項参照）
３．仕様は給気風量最大のときを示します。
４．本仕様書は標準仕様での内容を記載しています。
５．�運転音（PWL:音響パワーレベル）は送風運転時の値です。音圧レベル（SPL）は表1の値となります。どちらも示す値は、ユニット前1.5ｍ高さ1ｍの半自由空間での

値です。
６．本製品には漏電遮断機（高調波対応品）を必ず設置してください。
７. WKP-C M型は外気処理機であり、室温は空調機にて調整してください。

注　記

運 転 状 態 dB（A） NC

WKP300C 送 風（ 標 準 風 量 ） 52.0 47.0

WKP400C 送 風（ 標 準 風 量 ） 54.0 49.0

WKP500C 送 風（ 標 準 風 量 ） 56.0 52.0

WKP800C 送 風（ 標 準 風 量 ） 57.0 53.0

WKP1000C 送 風（ 標 準 風 量 ） 58.0 54.0

表 1. 音圧レベル (SPL）
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